
令和四年
兵庫県功労者表彰式挙行

兵庫県功労者表彰受章者集合写真

川西市消防団安満団長代表受領

令
和
四
年
五
月
一
八
日
（
水
）
、

兵
庫
県
公
館
に
お
い
て
、
令
和
四

年
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
は
、
二
二
の
功
労
分
野
に

わ
た
り
、
二
〇
二
名
の
方
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
消
防
功
労
で
は
消

防
関
係
者
七
名
が
受
賞
さ
れ
、
消

防
功
労
の
受
章
者
を
代
表
し
、
川

西
市
市
消
防
団
の
安
満
団
長
が
齋

藤
知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
受
章
者
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

〇
消
防
功
労

川
西
市
消
防
団

　
団
長
 

安
満
　
真
哉

養
父
市
消
防
団

　
団
長
 

稲
葉
　
広
之

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
団
長
 

太
田
　
克
己

尼
崎
市
消
防
団

　
団
長
 

松
風
　
俊
明

前
尼
崎
市
消
防
局

　
局
長
 

赤
川
　
孝
平

前
明
石
市
消
防
局

　
局
長
 

上
園
　
正
人

前
西
宮
市
消
防
局

　
局
長
 

山
下
　
俊
郎

総
裁
 

兵
庫
県
知
事
 

齋
藤
　
元
彦

副
総
裁
 

兵
庫
県
副
知
事
 

服
部
　
洋
平

 

兵
庫
県
防
災
監
兼
危
機
管
理
部
長

 

 

遠
藤
　
英
二

名
誉
会
長
 
元
伊
丹
市
消
防
団
長
 

岸
谷
　
義
雄

会
長
 

芦
屋
市
消
防
団
長
 

岸
野
　
雅
信

副
会
長
 

神
戸
市
北
消
防
団
長
 

採
田
　
芳
博

 

川
西
市
消
防
団
長
 

安
満
　
真
哉

 

明
石
市
消
防
団
長
 

安
達
　
哲
哉

 

加
東
市
消
防
団
長
 

井
上
　
正
義

 

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団
長
 
坂
本
　
信
嘉

 

赤
穂
市
消
防
団
長
 

吉
田
　
清
光

 

豊
岡
市
城
崎
消
防
団
長
 

椿
野
　
仁
司

 

丹
波
篠
山
市
消
防
団
長
 

田
畑
　
幸
生

 

淡
路
市
消
防
団
長
 

曾
谷
　
哲
也

監
事
 

尼
崎
市
消
防
団
長
 

松
風
　
俊
明

 

小
野
市
消
防
団
長
 

小
林
　
直
基

 

宍
粟
市
消
防
団
長
 

安
原
　
勝
則

常
務
理
事
 
兵
庫
県
消
防
保
安
課
長
 

中
道
　
一
義

当
協
会
の
役
員
に
つ
い
て
は
、

令
和
四
年
四
月
よ
り
服
部
副
知
事

と
遠
藤
防
災
監
兼
危
機
管
理
部
長

が
、
当
協
会
副
総
裁
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
四
年
度
定
時
評

議
員
会
及
び
令
和
四
年
度
第
二
回

理
事
会
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
て

開
催
さ
れ
、
加
東
市
消
防
団
井
上

団
長
と
豊
岡
市
城
崎
消
防
団
椿
野

団
長
の
副
会
長
就
任
、
中
道
消
防

保
安
課
長
の
常
務
理
事
就
任
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
引
き
続
き
兵
庫
県
消
防

協
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
四
年
度

兵
庫
県
消
防
協
会

役
員
一
覧

（1） （５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防
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元
芦
屋
市
消
防
団

　
副
分
団
長
 

小
阪
　
　
務

元
淡
路
市
消
防
団

　
副
団
長
 

原
　
　
一
平

元
豊
岡
市
出
石
消
防
団

　
副
団
長
 

松
嶋
　
義
則

元
尼
崎
市
消
防
団

　
副
団
長
 

西
村
至
言
男

元
朝
来
市
消
防
団

　
副
団
長
 

吉
野
比
呂
志
 

（
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
）

瑞
宝
小
綬
章
 

三
五
名

旭
日
双
光
章
 

五
名

瑞
宝
双
光
章
 

九
○
名

瑞
宝
単
光
章
 

四
九
二
名

　
　
計
 

六
二
二
名

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
関
係
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

元
加
古
川
市

　
消
防
正
監
 

長
谷
川
美
義

元
明
石
市

　
消
防
正
監
 

梅
木
　
敏
明

元
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
正
監
 

藤
本
　
喜
一

◎
瑞
宝
双
光
章

元
神
戸
市
灘
消
防
団

　
団
長
 

白
井
　
幸
治

元
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
団
長
 

桑
名
　
秀
信

◎
瑞
宝
単
光
章

元
三
田
市
消
防
団

　
副
団
長
 

藤
田
　
忠
成

元
伊
丹
市
消
防
団

　
副
団
長
 

堅
田
　
隆
雄

元
高
砂
市
消
防
団

　
副
分
団
長
 

八
田
　
克
美

令
和
四
年
春
の
叙
勲
が
四
月
二

九
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）

は
、
全
国
で
六
二
二
名
、
う
ち
兵

庫
県
で
は
、
本
消
防
吏
員
・
元
消

防
団
員
併
せ
て
一
三
名
が
叙
勲
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に

わ
た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御

す
る
と
と
も
に
、
幾
多
の
災
害
に

対
し
て
、
率
先
し
て
敢
然
と
立
ち

向
か
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
消
防
力
の
強
化
、
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
消
防
の
発
展
に

貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
等
、
こ
れ

ま
で
に
抜
群
の
功
績
に
よ
り
、
そ

の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

令和四年
春の叙勲
（消防関係）
13名が受章

令和四年
春の褒章

令和四年四月二九日に発令

消
防
団
員
と
し
て
、
永
年
に
わ

た
り
消
防
防
災
活
動
に
献
身
的
に

努
力
し
、
消
防
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
た
方
へ
授
与
さ
れ
る
藍
綬

褒
章
に
神
戸
市
東
灘
消
防
団
の
池

田
徹
団
長
と
神
戸
市
灘
消
防
団
の

今
井
進
団
長
が
受
章
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
）

紅
綬
褒
章
 

六
名

黄
綬
褒
章
 

七
名

藍
綬
褒
章
 

九
七
名

　
計
 

一
一
〇
名

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
績
）

◎
藍
綬
褒
章

現
神
戸
市
東
灘
消
防
団

　
団
長
 

池
田
　
　
徹

現
神
戸
市
灘
消
防
団

　
団
長
 

今
井
　
　
進
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元
姫
路
市

　
消
防
司
令
長 

山
田
　
邦
彦

元
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監 

服
部
　
和
明

元
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監 

藤
原
　
久
生

元
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監 

堤
　
　
敏
明

元
川
西
市

　
消
防
司
令
長 

奥
西
　
　
定

元
豊
岡
市

　
消
防
司
令
長 

前
田
　
義
孝

◎
瑞
宝
単
光
章

元
神
戸
市

　
消
防
司
令
長 

覺
前
　
知
廣

元
芦
屋
市

　
消
防
司
令
長 

向
堂
　
晋
治

元
西
宮
市

　
消
防
司
令
長 

西
岡
　
克
美

元
加
古
川
市

　
消
防
司
令
長 

松
下
　
良
史

元
小
野
市

　
消
防
司
令 

柴
田
　
好
郎

元
篠
山
市

　
消
防
司
令 
雪
岡
　
達
也

勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
命
、
身

体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害
か

ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ
た

り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に

精
励
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の
強

化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防
の

発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福

祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
）

瑞
宝
双
光
章
 

三
一
八
名

瑞
宝
単
光
章
 

三
一
三
名

計
　
　
　
　
 

六
三
一
名

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
労
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
神
戸
市

　
消
防
正
監 

今
村
　
　
明

元
神
戸
市

　
消
防
監 

西
村
　
康
男

元
神
戸
市

　
消
防
監 

熊
田
　
晃
久

元
尼
崎
市

　
消
防
監 

早
川
　
一
隆

元
高
砂
市

　
消
防
司
令
長 

田
付
　
昌
也

元
宝
塚
市

　
消
防
監 

植
村
　
富
一

元
明
石
市

　
消
防
監 

馬
本
　
雅
之

元
明
石
市

　
消
防
司
令
長 

池
内
　
泰
典

元
姫
路
市

　
消
防
監 

犬
賀
　
武
敏

元
姫
路
市

　
消
防
司
令
長 

浅
見
　
　
正

（
全
国
受
章
者
数
）

安
全
功
労
者
表
彰
（
個
人
）

一
六
名

　
　
　
　
　
　
　
（
団
体
）

一
二
団
体

消
防
功
労
者
表
彰

消
防
団
員
　
二
名

女
性（
婦
人
）防
火
ク
ラ
ブ
員五

名

兵
庫
県
下
受
賞
者

○
安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

（
団
体
）

関
西
熱
化
学
株
式
会
社

尼
崎
事
業
所

城
南
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

横
尾
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

第三八回危険業務従事者叙勲が
令和四年四月二九日に発令

22名の兵庫県下元消防職員の皆様が消防功労関係で受章

フェニックス共済
のご案内

安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
は
、

「
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
又
は
安

全
水
準
の
向
上
の
た
め
、
各
種
安

全
運
動
、
安
全
の
た
め
の
研
究
、

も
し
く
は
教
育
又
は
災
害
の
発
生

の
防
止
も
し
く
は
被
害
の
軽
減
に

尽
力
し
、
又
は
貢
献
し
た
方
々
の

士
気
高
揚
を
図
る
」
と
い
う
目
的

で
、
消
防
職
団
員
以
外
の
個
人
・

団
体
を
受
賞
対
象
と
し
、
行
っ
て

い
る
表
彰
で
す
。

授
賞
式
に
つ
い
て
は
、
七
月
二

二
日
東
京
霞
が
関
の
合
同
庁
舎
二

号
館
地
下
二
階
講
堂
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
受
章
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

安
全
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
は
、
毎
年
七
月
一
日
を
「
国
民

安
全
の
日
」
と
し
、
「
国
民
の
一

人
ひ
と
り
が
そ
の
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
に
お
い
て
、
施
設
や
行
動
の

安
全
に
つ
い
て
反
省
を
加
え
、
そ

の
安
全
確
保
に
留
意
し
、
こ
れ
を

習
慣
化
す
る
気
運
を
高
め
、
産
業

災
害
、
交
通
事
故
、
火
災
等
国
民

の
日
常
生
活
の
安
全
を
脅
か
す
災

害
の
発
生
の
防
止
を
図
る
」
と
い

う
趣
旨
に
基
づ
き
、
行
わ
れ
て
い

る
表
彰
で
す
。

授
賞
式
に
つ
い
て
は
、
七
月
一

日
に
総
務
大
臣
官
邸
大
ホ
ー
ル
に

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
受
章
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

安
全
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

（
消
防
関
係
）受
章
者
数

（
個
人
の
部
）
　
　
　
三
名

（
団
体
の
部
）
　
　
　
三
団
体

兵
庫
県
下
受
賞
者

〇
団
体
の
部

日
東
化
成
株
式
会
社
　
尼
崎
工

場

令
和
四
年
度

　
安
全
功
労
者
・
消
防
功
労
者

　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
表
彰

令
和
四
年

　
　
安
全
功
労
者

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
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突撃取材

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
消
防
協
会

令
和
四
年
度
兵
庫
県
女
性
消
防
団
員
技
術
研
修
会

画
は
、
兵
庫
県
が
県
民
向
け
に
作

成
し
た
動
画
で
、
当
協
会
の
中
道

事
務
局
長
よ
り
、
こ
の
作
成
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
動
画

に
つ
い
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

て
ど
な
た
で
も
視
聴
し
て
い
た
だ

け
ま
す
の
で
是
非
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

マ
イ
避
難
カ
ー
ド
作
成
動
画
の

視
聴
後
は
、
兵
庫
県
危
機
管
理
部

防
災
支
援
課
奥
見
課
長
に
よ
り

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
（
兵
庫
県
住

宅
再
建
共
済
制
度
）
の
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

に
つ
い
て
も
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

N
P
O
法
人
M
A
M
A
- 

P
L
U
G
の
宮
丸
み
ゆ
き
先
生
か

ら
は
、
「
子
育
て
世
代
へ
の
防
災

講
座
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

宮
丸
先
生
は
、
ご
自
身
の
被
災

体
験
（
東
日
本
大
震
災
）
を
交
え
、

そ
の
体
験
に
よ
り
必
要
だ
と
感
じ

た
こ
と
、
女
性
や
子
供
の
目
線
、

マ
マ
目
線
を
大
切
に
し
た
、
コ
ン

パ
ク
ト
で
分
か
り
や
す
い
防
災
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
研
修

参
加
者
か
ら
は
非
常
に
好
評
で
あ

り
、
「
防
災
は
生
活
の
一
部
で
あ

る
こ
と
、
災
害
時
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
に
く
い
よ
う
、
い
つ
も
の
自

分
ら
し
く
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
準
備
し
て
お
く

こ
と
を
意
識
で
き
た
。
」
「
早
速

防
災
ポ
ー
チ
を
用
意
し
た
い
」
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
講
演
内
容
は
、
女
性

消
防
団
員
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、

市
民
へ
の
防
災
指
導
の
際
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
考
え
か

ら
企
画
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
動

内
容
、
市
民
へ
の
伝
え
方
の
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
女
性
消
防
団
員
の
皆

さ
ま
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
な
研
修
会
を
企
画
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
内

容
、
お
話
し
を
聞
い
て
み
た
い
講

師
な
ど
、
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
当
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
が
落
ち

着
け
ば
、
ま
た
以
前
の
よ
う
に
交

流
も
踏
ま
え
た
研
修
会
を
実
施
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
の
研
修
会
へ
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
女
性
消
防
団
員
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
各
事
務
局
の
皆
さ
ま
、
暑

い
中
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
研
修
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
っ

た
消
防
団
は
以
下
の
と
お
り
。

・
神
戸
市
灘
消
防
団

・
神
戸
市
北
消
防
団

・
神
戸
市
垂
水
消
防
団

・
姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

・
洲
本
市
消
防
団

・
芦
屋
市
消
防
団

・
伊
丹
市
消
防
団

・
豊
岡
市
日
高
消
防
団

・
加
古
川
市
消
防
団

・
宝
塚
市
消
防
団

・
三
木
市
消
防
団

・
川
西
市
消
防
団

・
小
野
市
消
防
団

・
三
田
市
消
防
団

・
丹
波
篠
山
市
消
防
団

・
南
あ
わ
じ
市
消
防
団

・
朝
来
市
消
防
団

・
淡
路
市
消
防
団

・
猪
名
川
町
消
防
団

以
上
一
九
消
防
団
（
参
加
者
五

三
名
）
※
各
市
町
引
率
職
員
含
む

宮丸先生による「子育て世代への防災講座」

中道事務局長より
「マイ避難カード」作成について説明

奥見兵庫県防災支援課長による
フェニックス共済説明

NPO法人MAMA-PLUG宮丸みゆき先生による講演

中道事務局長挨拶

※「マイ避難カードをつくろう！」
（外部サイトへリンク）
https://www.youtube.com/
watch?v=Gp3mvhIfotA

※フェニックス共済（兵庫県住宅
再建共済制度）について
https://www.jutakusaiken.jp/

令
和
四
年
七
月
二
日
（
土
）
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
令
和
四
年
度
女
性
消
防
団

員
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
参
集
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
人
数
制
限
を
行
い
、

感
染
症
対
策
を
実
施
す
る
中
、
県

内
一
九
消
防
団
か
ら
三
八
名
の
女

性
消
防
団
員
の
皆
様
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
研
修
会
は
、
マ
イ
避

難
カ
ー
ド
作
成
動
画
の
視
聴
と
説

明
と
、
N
P
O
法
人
M
A
M
A
- 

P
L
U
G
の
宮
丸
み
ゆ
き
先
生
に

よ
る
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
マ
イ
避
難
カ
ー
ド
と
は
、

災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
時
に
、

「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」
「
ど
の
よ

う
に
」
避
難
す
る
か
予
め
自
分
で

確
認
、
点
検
し
、
書
き
記
し
て
お

き
、
自
宅
内
の
普
段
か
ら
目
に
つ

く
場
所
に
掲
出
し
て
お
く
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
行
動
に

役
立
て
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

こ
の
マ
イ
避
難
カ
ー
ド
作
成
動
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福
崎
町
は
、
昭
和
三
一
年
五
月

三
日
、
田
原
村
、
八
千
種
村
、
旧

福
崎
町
の
一
町
二
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
古
く
か
ら
交
通

の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
周
囲
を
緑

の
山
に
か
こ
ま
れ
、
中
央
部
を
清

流
市
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
気
候

は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
雨
の

少
な
い
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
た

め
池
を
多
く
有
し
て
い
ま
す
。
日

本
民
俗
学
の
開
拓
者
、
柳
田
國
男

生
誕
の
地
で
あ
り
、
遠
野
物
語
か

ら
発
想
を
得
て
妖
怪
に
よ
る
町
お

こ
し
を
し
て
い
ま
す
。

【
団
の
構
成
】

福
崎
町
消
防
団
は
、
一
本
部
三

町
内
の
各
エ
リ
ア
に
お
い
て
計
画

立
案
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
小
学
生
消
防
団
見
学
・
小
学
校
合

同
防
災
訓
練
】

町
内
小
学
校
と
消
防
団
が
連
携

し
、
児
童
を
消
防
団
ポ
ン
プ
庫
に

招
き
消
防
団
見
学
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
合
同
防
災
訓
練
と

し
て
実
践
的
放
水
訓
練
を
実
施
し

見
学
し
て
も
ら
う
な
ど
、
消
防
団

の
役
割
や
意
義
、
体
験
談
の
説
明
、

支
部
三
二
分
団
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
二
万
人
弱
、
面
積
四

五
・
七
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

小
さ
い
町
で
す
が
、
女
性
消
防
団

員
を
含
め
た
団
員
数
は
六
〇
〇
名
、

平
均
年
齢
は
三
二
・
七
歳
と
高
い

人
口
比
率
か
つ
若
い
団
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
日
昼

間
の
火
災
発
生
時
に
お
け
る
初
期

消
火
及
び
消
防
団
員
へ
の
支
援
に

従
事
す
る
機
能
別
消
防
団
員
は
二

五
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
車

両
は
各
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
三
二
台
、
指
揮
車
二
台
を

配
備
し
、
分
団
間
連
絡
用
の
デ
ジ

タ
ル
簡
易
無
線
機
を
各
分
団
二
台

と
本
団
、
本
町
連
絡
用
無
線
機
の

二
系
統
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

【
消
防
操
法
大
会
】

消
防
団
員
の
消
防
技
術
及
び
士

気
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

火
災
現
場
に
お
け
る
行
動
の
基
礎

で
あ
り
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
す
る
場
と
し
て
、
毎
年
、
五

月
に
操
法
大
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
三
年
の
間
、

大
会
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
技
術
の
維
持
向
上
に
加
え

て
、
訓
練
の
場
で
培
っ
て
い
た
団

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

不
足
も
各
分
団
間
で
は
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
中
継
訓
練
・
非
常
呼
集
訓
練
】

有
事
が
発
生
し
た
際
に
、
敏

速
・
適
正
に
統
制
の
取
れ
た
消
火

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
福

崎
町
で
は
年
二
回
、
各
支
部
、
七

〜
一
三
分
団
に
分
か
れ
、
自
然
水

利
か
ら
の
長
距
離
送
水
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
分
団
単
独
で
行

う
普
段
の
点
検
や
操
法
訓
練
で
は

行
え
な
い
分
団
間
の
中
継
送
水
時

の
送
水
圧
管
理
や
、
無
線
連
絡
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

例
年
、
加
古
川
市
消
防
団
で
は
、

出
初
め
式
や
総
合
防
災
訓
練
へ
の

参
加
の
ほ
か
、
団
幹
部
と
新
入
団

員
を
対
象
と
し
た
礼
式
訓
練
や
女

性
消
防
団
員
が
講
師
と
な
っ
て
行

う
消
防
団
救
命
講
習
会
、
常
備
消

防
と
の
水
防
訓
練
や
林
野
火
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
分
団
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

各
種
訓
練
の
実
施
や
地
域
行
事
へ

参
加
協
力
し
、
住
民
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
令
和
二
年
か
ら
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
の
自

粛
、
行
事
の
中
止
・
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
思
う
よ
う
な
活
動
が

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
感
染
防

止
を
徹
底
し
、
活
動
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
四
年
度

か
ら
、
「
加
古
川
市
学
生
消
防
団

加
古
川
市
は
、
県
南
部
の
播
磨

灘
に
面
し
、
播
磨
平
野
を
貫
流
す

る
県
下
最
大
の
河
川
「
加
古
川
」

河
口
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
地
域
で
す
。
沿
岸
部
は
、

製
鉄
所
を
中
心
に
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
重
工
業
地
帯
が
広
が
り
、

播
磨
臨
海
工
業
地
帯
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
内
陸
部

で
は
、
伝
統
を
生
か
し
た
靴
下
や

毛
織
物
な
ど
特
色
の
あ
る
地
場
産

業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

加
古
川
市
消
防
団
は
、
現
在
、

女
性
分
団
、
企
業
連
携
消
防
団
員

を
含
め
一
団
本
部
、
一
九
分
団
で

構
成
さ
れ
、
定
数
一
，
二
〇
〇
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
車
両
は
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
八
台
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
一
八
台
、

指
揮
広
報
車
一
台
を
配
備
し
、
市

民
生
活
の
安
全
・
安
定
を
確
保
す

る
た
め
、
災
害
対
応
以
外
に
も
地

域
内
で
の
広
報
活
動
や
自
主
防
災

組
織
へ
の
訓
練
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
と

普
及
啓
発
に
努
め
、
地
域
防
災
の

P
i
c
k
 
U
p
!

『
ひ
と
ま
ち
守
る
福
咲
き
の
消
防
団
』

福
崎
町
消
防
団

『
地
域
の
防
火
防
災
力
の
向
上
を
進
め
ま
す
』

加
古
川
市
消
防
団

出初め式でのはしご乗り演技

水防訓練

礼式訓練

活
動
認
証
制
度
」
を
導
入
し
、
大

学
生
等
若
年
層
の
入
団
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
年
額

報
酬
・
出
動
報
酬
の
額
を
見
直
し
、

処
遇
を
改
善
す
る
こ
と
で
消
防
団

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
の
防
火
防
災
力

の
向
上
の
た
め
、
常
備
消
防
と
の

連
携
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
主

防
災
組
織
、
地
域
住
民
と
の
連
携

を
図
り
、
消
防
団
が
地
域
の
核
と

な
り
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
し
、
今
以
上
に
地
域
に
密
着

し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
消
防

団
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

福崎町消防団消防操法大会の様子

小学校合同防災訓練での放水体験の様子

車
両
や
資
機
材
に
触
れ
て
も
ら
う
、

放
水
体
験
な
ど
未
来
の
消
防
団
へ

の
加
入
促
進
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

団
員
に
と
っ
て
み
て
も
消
防
団
員

と
し
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
触

れ
る
機
会
は
、
『
地
域
に
貢
献
し

て
い
る
』
実
感
を
得
ら
れ
る
場
と

し
て
と
て
も
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
最
後
に
】

福
崎
町
は
三
〇
年
以
上
に
わ
た

り
消
防
団
員
数
六
〇
〇
名
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
集
落
の

数
だ
け
分
団
が
有
り
、
『
我
が
村

は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う
主

体
的
な
郷
土
愛
に
基
づ
く
も
の
で

す
。
近
年
は
働
き
方
が
多
様
と
な

り
、
団
員
の
確
保
や
訓
練
、
消
防

団
活
動
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
風
水
害
に
つ
い
て
も
比
較

的
少
な
い
地
域
で
も
あ
る
の
で
、

い
か
に
し
て
消
防
団
活
動
が
『
我

が
事
』
で
あ
る
か
を
理
解
し
、
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

消
防
団
と
い
う
枠
に
囚
わ
れ
ず
、

若
い
世
代
に
お
け
る
郷
土
愛
の
醸

成
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

災
害
が
多
発
化
・
激
甚
化
し
、
全
国
的

に
出
動
回
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

団
員
一
人
ひ
と
り
の
負
担
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
ま
た
消
防

防
災
活
動
以
外
で
も
地
域
行
事
等
の
参
加

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
入
団
す
る
と
時
間
、

場
所
、
人
に
縛
ら
れ
る
印
象
が
あ
る
た
め
、

友
人
に
入
団
を
勧
め
て
も
首
を
縦
に
振
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

私
も
入
団
当
初
は
、
操
法
大
会
に
向
け

た
訓
練
な
ど
活
動
全
般
を
負
担
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
は
違
い
ま
す
。
団

員
数
が
少
な
く
と
も
有
事
の
際
に
組
織
が

機
能
す
る
よ
う
、
分
団
長
が
ナ
レ
ッ
ジ
の

Ｄ
Ｂ
化
、
情
報
伝
達
の
自
動
化
等
で
レ

ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
で
、
負
担
は
逓
減
し
て
い
ま
す
。

強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
可
能
な
範
囲

で
自
主
的
に
地
域
貢
献
で
き
る
消
防
団
・

当
分
団
の
共
助
の
精
神
に
共
感
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
継
続
し
て
地
域
を
守
れ
る
よ

う
に
精
一
杯
努
力
し
ま
す
。

～共助の精神から地域の安全へ～

洲本市消防団
外町分団

山口　昂人

われら若手消防団員

私
は
洲
本
市
消
防
団 

外
町
分
団
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
外
町
分
団
の
団
員

数
は
十
数
名
と
非
常
に
少
人
数
で
す
。

ど
の
地
域
も
団
員
数
減
少
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
当
分
団
も
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
で
す
。

団
員
数
の
減
少
は
、
人
口
減
少
、
社

会
構
造
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
不
安

定
な
経
済
状
況
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
ご
近
所
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
、
地
域
活
動
に
参
加
す
る
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
も
一

因
で
す
。
し
か
し
、
団
員
数
減
少
の
最

大
の
原
因
は
消
防
団
自
体
の
イ
メ
ー
ジ

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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がんばってます、
　　　　　　女性消防団員

編
集
後
記

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。今

月
号
で
は
一
面
か
ら

三
面
に
、
各
種
表
彰
を
受

章
さ
れ
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
受
章
さ
れ

た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
当
協
会
の
役
員

一
覧
も
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
今
月
号
も
紙

面
作
成
に
あ
た
り
、
各
地

区
か
ら
多
数
の
寄
稿
を
い

た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

熱
中
症
を
は
じ
め
、
大

雨
・
台
風
な
ど
、
何
か
と

気
が
か
り
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
者
も
増
大
し
て
お
り
ま

す
。
災
害
へ
の
備
え
・
体

調
管
理
に
は
気
を
付
け
、

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！

西
市
消
防
団
の
陣
頭
指
揮
を
担
い
、

多
く
の
現
場
経
験
を
積
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

火
災
の
一
報
が
入
れ
ば
、
だ
れ

よ
り
も
早
く
現
場
に
駆
け
付
け
、

「
火
災
現
場
に
深
田
あ
り
」
と
そ

の
参
集
率
は
消
防
職
員
も
驚
く
ほ

ど
で
、
常
に
災
害
現
場
の
第
一
線

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

深
田
団
長
の
基
本
理
念
は
、

「
訓
練
は
厳
し
く
と
も
、
平
時
は

楽
し
く
、
上
下
関
係
な
く
な
ん
で

も
話
し
合
え
る
、
風
通
し
の
よ
い

組
織
づ
く
り
」
を
心
掛
け
て
お
ら

れ
、
自
然
体
で
飾
ら
な
い
人
柄
か

ら
人
望
も
厚
く
、
団
員
達
か
ら
大

変
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
に
よ
る
長
時
間
の

拘
束
や
、
家
庭
や
本
業
に
支
障
を

来
し
て
い
る
等
の
意
見
で
問
題
と

な
っ
て
い
た
ポ
ン
プ
操
法
大
会
、

礼
式
大
会
に
つ
い
て
、
負
担
に
感

じ
る
団
員
ら
の
声
に
真
摯
に
向
き

合
わ
れ
、
こ
の
二
行
事
を
廃
止
し
、

よ
り
実
践
的
な
訓
練
に
置
き
換
え

る
ご
決
断
を
さ
れ
る
な
ど
、
常
に

「
い
ざ
消
防
団
改
革
へ
」

加
西
市
は
、
兵
庫
県
の
南
西
部

に
位
置
す
る
人
口
約
四
三
，
〇
〇

〇
人
の
町
で
、
加
西
市
消
防
団
は

総
団
員
数
一
、
二
二
七
名
が
消
防

団
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
深
田
団
長
が
新
た
に
消
防

団
の
陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ
て
い
ま

す
。深

田
団
長
は
、
昭
和
五
六
年
の

入
団
後
、
通
算
三
六
年
の
長
き
に

わ
た
り
消
防
活
動
に
従
事
さ
れ
、

分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
後
、
加

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

加
西
市
消
防
団
　
　
　
　
　

深
田
　
哲
也

現
場
の
声
に
寄
り
添
わ
れ
、
消
防

団
活
動
の
改
善
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

深
田
団
長
は
「
楽
し
く
や
り
が

い
の
感
じ
る
消
防
団
づ
く
り
」

「
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
加
西

市
住
民
が
安
心
し
て
生
活
が
出
来

る
消
防
団
づ
く
り
」
を
使
命
に
全

力
で
取
り
組
み
た
い
と
意
気
込
ま

れ
て
お
り
、
今
後
の
ご
活
躍
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

「
宇
野
団
長
を
中
心
に
」

兵
庫
県
の
最
北
西
部
に
位
置
す

る
新
温
泉
町
は
、
町
名
に
も
あ
る

よ
う
に
温
泉
が
複
数
地
域
で
湧
き

出
し
、
銭
湯
や
旅
館
だ
け
で
な
く
、

一
般
家
庭
に
も
温
泉
が
配
湯
さ
れ

て
い
ま
す
。
海
に
面
し
て
い
る
浜

坂
地
域
、
山
間
に
あ
る
温
泉
地
域

の
大
き
く
二
つ
の
地
域
で
分
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
性
の
た

め
住
宅
火
災
の
ほ
か
林
野
火
災
も

発
生
し
や
す
く
、
不
測
の
事
態
に

備
え
、
消
防
団
は
常
に
消
火
訓
練

等
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

新
温
泉
町
消
防
団
は
、
平
成
一

七
年
一
〇
月
一
日
、
二
町
合
併
に

よ
り
旧
浜
坂
町
消
防
団
、
旧
温
泉

町
消
防
団
が
統
合
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
二
一
分
団
、
六
七
八

名
の
団
員
で
地
域
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
を
使
命
と
し
て

加西市

新温泉
町

小
野
市
消
防
団
女
性
分
団
は
、
平

成
一
三
年
に
播
州
地
方
で
は
じ
め
て

結
成
さ
れ
た
女
性
に
よ
る
消
防
団
で
、

小
野
市
の
市
花
ひ
ま
わ
り
に
ち
な
み

「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
一
一
九
」
の
愛

称
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
は
、
A
E
D
の
使

い
方
や
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
（
救
急

教
室
？
）
を
は
じ
め
、
高
齢
者
宅
へ

の
防
火
訪
問
、
ま
た
火
災
予
防
運
動

の
際
に
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
防
火
広
報
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平

成
二
八
年
か
ら
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
避
難
所
運
営

研
修
（
H
U
G
）
を
開
始
。

こ
の
研
修
で
は
、
避
難
所
で

起
こ
る
様
々
な
出
来
事
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
を
ゲ
ー

ム
感
覚
で
模
擬
体
験
し
、
災

害
時
要
援
護
者
へ
の
配
慮
や

部
屋
割
り
、
炊
き
出
し
場
所
、

仮
設
ト
イ
レ
の
配
置
な
ど
、

生
活
空
間
の
確
保
を
ど
う
す

る
の
か
を
話
し
合
い
な
が
ら
、

避
難
所
の
運
営
を
学
ぶ
研
修

を
市
民
の
方
へ
指
導
し
て
い

ま
す
。

災
害
発
生
時
に
知
識
を
活

か
し
、
行
動
に
移
せ
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
普
段
か
ら

個
々
の
意
識
や
日
常
生
活
に
防
災
を

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
防
災

を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
く
よ
う
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め

細
か
な
視
点
で
考
え
、
工
夫
し
な
が

ら
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
自
主
防
災
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、

ま
ち
全
体
の
防
災
力
を
高
め
て
い
き

た
い
で
す
。

女
性
目
線
で

　
　
小
野
市
の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す

小
野
市
消
防
団
女
性
分
団
　
佐
藤
　
禄
会

新
温
泉
町
消
防
団
　
　
　
　

宇
野
　
正
宏

活
動
し
て
い
ま
す
。

宇
野
団
長
は
昭
和
五
五
年
に
旧

浜
坂
町
消
防
団
入
団
し
、
様
々
な

水
火
災
に
出
動
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
二
二
年
か
ら
副
団
長

を
務
め
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か

ら
第
二
代
新
温
泉
町
消
防
団
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

入
団
当
初
か
ら
消
防
団
活
動
に

対
し
熱
心
に
取
り
組
み
、
団
員
の

確
保
や
指
導
に
も
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
謹
厳
実
直
な
人
柄
で
、

団
員
は
も
と
よ
り
地
域
住
民
か
ら

も
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
温
泉

町
防
犯
協
会
の
会
長
も
務
め
て
お

ら
れ
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全

の
た
め
に
多
忙
な
毎
日
を
過
ご
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

昨
今
で
は
新
入
団
員
の
減
少
や

団
員
の
高
齢
化
な
ど
問
題
も
出
て

き
て
い
ま
す
が
、
頼
り
に
な
る
宇

野
団
長
を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
も

町
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
っ
て
い

き
ま
す
。
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